
組織マネジメントシート

■組織目標（今年度組織が目指す姿）

■組織の業務内容と果たすべき役割

■組織目標と計画等との関連（位置づけと意味づけ）

①

②

③

■自部署が関連する「とりで未来創造プラン2024」における重点事業

1
2
3
4
5
6

令和8年度
部局名 建設部

第六次取手市総合計画の将来都市像である「ぬくもりとやすらぎに満ち、共に活力を育むまち　とりで」の実現に向け、
誰もが安心して快適な生活を送れるよう、魅力的な市街地の形成に欠かせない生活基盤となる道路や公園、排水施設
等の整備を効率的に進めていく。

全ての人に便利でやさしい快適なまちづくりを実現するために、日常生活に直結する道路、公園、排水施設等、社会基盤
施設の整備を進める。
適切な維持管理は、未来への投資でもあるという視点も踏まえ、関係各機関と連携を密にし、必要に応じて国の補助金
等も効果的に活用しつつ、全ての市民が安全・安心かつ快適に利用できるように、施設整備や既存施設の維持管理に
集中的・計画的に取り組んでいく。

総合計画基本構想
・都市と自然が調和した環境のまちづくり
・快適で、安心できるまちづくり

とりで未来創造プラン2024
・快適な生活を支える都市機能の充実
・市民と協働でつくる地域社会
・安全安心な生活が送れるまちづくり

個別計画

・取手市都市計画マスタープラン
・取手市地域防災計画
・取手市環境基本計画
・取手市緑の基本計画
・取手市都市公園施設長寿命化計画
・取手市国土強靱化地域計画
・取手地方広域下水道事業基本計画
・取手市移動円滑化基本構想
・取手市橋梁長寿命化修繕計画
・取手市横断歩道橋長寿命化修繕計画
・取手市舗装修繕計画

重点施策 重点事業
②快適な生活を支える都市機能の充実 道路改良・整備事業

②快適な生活を支える都市機能の充実 道路維持補修事業

②快適な生活を支える都市機能の充実 雨水排水対策事業

②快適な生活を支える都市機能の充実 公園維持管理事業

⑩市民と協働でつくる地域社会 市民との協働による公園整備事業

⑪安全安心な生活が送れるまちづくり 雨水排水対策事業



■今年度の重点事業（自部署の中で優先順位の高いもの）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

重点事業①
公園維持管理事業

(取手緑地運動公園改修事業)
総合計画
重点施策

②快適な生活を支える都市
機能の充実

取組の内容
取手緑地運動公園は各種イベントの利用も多い公園である。施設の配置替えにより、取手駅に一
番近い場所を多目的広場にすることで、イベント利用の幅が広がり、より多くの利用につなげ地域
活性化につながるよう整備を進める。

取組とスケジュール

重点事業② 街路灯等照明器具LED化事業
総合計画
重点施策

-

取組の内容
サウンディング型市場調査により民間事業者の知見を活用し、事業効果やスケールメリットを考慮
した、街路灯などに最適な手法（ESCO）により、LED化を行うことで、道路利用者の安全や快適
な道路環境の実現する。

取組とスケジュール

関係機関協議

概略検討

ESCO事業による
照明器具のLED化 契約手続きプロポーザル方式による最適事業者の選定・詳細協議



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

準備・調査 契約 工事期間

準備・調査 契約 委託期間

準備・調査 契約 工事期間

重点事業③
道路改良・整備事業【ふれあい道路

（市道0106号線）】
総合計画
重点施策

②快適な生活を支える都市
機能の充実

取組の内容

本路線は、広域的な幹線道路であり、地域防災計画の中でも第2次緊急輸送道路として位置付
けられているが、近年、戸頭地区の約1.4kmにおいて路線全体でクラックや、わだち等が発生し、
舗装が著しく破損してきており、部分補修では対応しきれないことから、令和6年度から工事を実
施している。
今年度も円滑な通行を確保するため、道路表面のアスファルトの下の層（路盤）から改良を行い、
アスファルト舗装（2層）はわだちやひび割れに強い材料を使用する等、抜本的な整備を実施し、
快適で安全に通行できる道路整備を進める。
令和8年度工事予定区間、約690ｍの年度内完成を目指す。

取組とスケジュール

重点事業④ 排水機場・双葉ポンプ場改修事業
総合計画
重点施策

②快適な生活を支える都市
機能の充実

取組の内容

本事業については、市民の快適な生活を支えるため、降雨による浸水被害の軽減及び解消を目
指し雨水排水施設の整備を進める。具体的な取組みとして、排水機場とポンプ場の整備・改修を
行う。
排水機場改修事業について、排水対策課で管理する４機場は架設して約５０年以上が経過してお
り、一般的なコンクリート構造物の耐用年数という観点からも対策が急務となっている。年次点検
に基づいた修繕計画により令和７年度まで２機場を改修。令和８年度については、古戸排水機場
自家発電気の改修を必要としていることから、詳細な実施設計を計画。併せて古戸排水機場の
ゲートについても、改修工事を実施する。
双葉ポンプ場改修事業について、双葉地区の排水ポンプ第１・２機場については、排水対策課で
管理するポンプ施設のなかで、施設規模・排出量とも大きく重点整備箇所として位置づけている。
当該事業については、令和７年度より事業を開始。令和７年度双葉第１ポンプ場の通信センサー
を改修。令和８年度については、双葉第２ポンプ場の緊急時の電力確保を目的とした発電機の実
施設計を計画。併せて、年次点検による補修計画に基づき、双葉第１ポンプ場及び第2ポンプ場の
改修工事を実施し、適正な維持管理を図る。

取組とスケジュール

道路維持工事（5工区）

道路維持工事（6工区）

双葉第２ポンプ場
工事

双葉第２ポンプ場
詳細設計

古戸排水機場
工事

竣工契約起工設計

竣工契約起工設計



組織マネジメントシート

■組織目標（今年度組織が目指す姿）

■組織の業務内容と果たすべき役割

■組織目標と計画等との関連（位置づけと意味づけ）

①

②

③

■自部署が関連する「とりで未来創造プラン2024」における重点事業

1

令和8年度
部局名 建設部 課名 管理課

「とりで未来創造プラン2024」に掲げる将来都市像を実現するため、基本方針となる「快適で安心できるまちづくり」を推進する。

<組織の業務内容>
・道路の維持、補修等に関する市民ニーズに対応し、交通の利便性と住環境の維持・向上を図る。
・国土調査法に基づき、地籍調査を実施し地籍の明確化を図る。
・住宅に困窮する低額所得者に対し、低家賃の公営住宅を提供することで、市民生活の安定を図る。
<果たすべき役割>
・道路等の日常的な点検、補修にあわせ、計画的な改修等を行うことにより快適な道路機能を保持し、利用者　の安全確保と利便
性の向上に努める。
・地籍調査により、土地の位置や形状、地番、地目、面積の明確化を図ることで、土地の有効利用と災害復旧の迅速化に寄与する。
・市営住宅の供給及び維持管理等を行い、経済的に困窮している市民の生活の安定と社会福祉の増進を図る。　

総合計画基本構想 ・快適で、安心できるまちづくり

とりで未来創造プラン2024 ・快適な生活を支える都市機能の充実

個別計画

・取手市都市計画マスタープラン
・取手市移動円滑化基本構想
・取手市地域防災計画
・取手市国土強靱化地域計画
・取手市公共施設等総合管理計画
・取手市橋梁長寿命化修繕計画
・取手市横断歩道橋長寿命化修繕計画
・取手市舗装修繕計画

重点施策 重点事業
②快適な生活を支える都市機能の充実 道路維持補修事業



■今年度の重点事業（自部署の中で優先順位の高いもの）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

重点事業① 街路灯等照明器具LED化事業
総合計画
重点施策

-

取組の内容
サウンディング型市場調査により民間事業者の知見を活用し、事業効果やスケールメリットを考慮
した、街路灯などに最適な手法（ESCO）により、LED化を行うことで、道路利用者の安全や快適
な道路環境の実現する。

取組とスケジュール

重点事業② 道路維持補修事業
総合計画
重点施策

②快適な生活を支える都市
機能の充実

取組の内容

道路利用者の安全と地域住民にとって快適で安心なまちづくりの推進を図るため、「道路長寿命
化事業」「橋りょう長寿命化事業」「横断歩道橋長寿命化事業」等を展開し、市道及び道路附属
施設等の維持、補修など生活道路の改善を行っていく。
・道路長寿命化事業（戸頭地区他６路線舗装修繕工事、舗装修繕計画策定）
・橋りょう長寿命化事業（橋りょう補修工事、橋梁補修実施設計）
・橋梁定期点検（４５橋）の実施
・横断歩道橋長寿命化事業（横断歩道橋長寿命化修繕計画策定）

取組とスケジュール

重点事業③ 道路等管理事業
総合計画
重点施策

-

取組の内容

市民の財産である道路・水路等を適正に管理することにより、信頼ある行政運営を図る。
・安全な道路空間の確保のため、道路施設等（照明・側溝・街路樹など）の維持管理を行う。
・道路用地の草刈りなどを行い、適正な維持管理を行う。
・浸水検知システム（市内16箇所）を運用し、リアルタイムな道路状況を把握し、適切な通行規制
など迅速に対応する。

取組とスケジュール

ESCO事業による
照明器具のLED化

道路長寿命化事業
（舗装修繕工事）

道路長寿命化事業
（舗装修繕計画策定）

橋りょう長寿命化事業
（橋梁補修工事）

橋りょう長寿命化事業
（橋梁補修実施設計）

橋梁定期点検

横断歩道橋長寿命化事業
（横断歩道橋長寿命化修繕計画策定）

側溝清掃業務

街路樹管理業務

防犯灯維持管理

浸水検知システム維持管理
契約 点検 点検

起工・契約 施工

施工

施工

竣工

竣工

竣工

起工・契約

起工・契約

設計・積算

設計・積算 起工・契約

起工・契約

起工・契約

施工

施工

策定作業

点検作業

竣工

竣工

策定作業 完了・納品設計・積算 起工・契約

設計・積算 起工・契約 完了・納品

設計・積算

策定作業 完了・納品設計・積算 起工・契約

完了・納品

契約手続きプロポーザル方式による最適事業者の選定・詳細協議



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

重点事業④ 地籍調査事業
総合計画
重点施策

-

取組の内容

地籍調査を行うことにより、土地の正しい位置、境界、地番、地目、面積の明確化を図ることで、適
正な課税や境界紛争の減少、さらには災害時における復旧にも寄与する。
・本郷Ⅱ地区の地籍成果の認証請求・法務局送付を実施する。（面積：13ha）
・本郷Ⅲ地区の地籍成果の閲覧を実施する。（面積：14ha）　 
・井野台Ⅲ地区の現地調査、地籍測量を実施する。（面積：8ha）

取組とスケジュール

重点事業⑤ 市営住宅管理運営事業
総合計画
重点施策

-

取組の内容

住宅に困窮する低額所得者に対して、低廉な家賃の公営住宅を供給することにより、市民生活の
安定と社会福祉の増進を図る。
・民間アパートの借上や補助制度、セーフティーネット住宅制度等を活用することによる、新しい制
度の導入の検討を進める。
・毎月、未納者に対して納付指導等を行い、収納率を向上させる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        
・市営住宅を入居可能な状態へ整備ができ次第随時募集し、住宅困窮者に対し住宅を提供して
いく。

取組とスケジュール

本郷Ⅱ地区

本郷Ⅲ地区

井野台Ⅲ地区

新しい制度の導入検討

毎月の未納者納付指導

市営住宅入居募集

認証請求

起工・契約 地籍図及び地籍簿の作成

現地調査 地籍測量

認証・法務局送付

起工・契約



組織マネジメントシート

■組織目標（今年度組織が目指す姿）

■組織の業務内容と果たすべき役割

■組織目標と計画等との関連（位置づけと意味づけ）

①

②

③

■自部署が関連する「とりで未来創造プラン2024」における重点事業

1

■今年度の重点事業（自部署の中で優先順位の高いもの）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

令和8年度
部局名 建設部 課名 道路建設課

「とりで未来創造プラン2024」に掲げる政策や重点施策の実現を図るため、基本方針となる「快適で、安心できるまちづくり」を推
進する。

都市計画道路、幹線道路及び市民生活に直結した地域の道路整備を行い、交通の利便性を図ることを目的としている。
また、通学路交通安全対策プログラムに基づき、通学路危険箇所の整備を行い、地域住民と児童、生徒の利便性を向上させ、安全
で快適な通学空間を創るみちづくりを進める。

総合計画基本構想 ・快適で、安心できるまちづくり

とりで未来創造プラン2024 ・快適な生活を支える都市機能の充実

個別計画
・取手市都市計画マスタープラン
・取手市地域防災計画
・取手市移動円滑化基本構想

重点施策 重点事業
②快適な生活を支える都市機能の充実 道路改良・整備事業

重点事業①
道路改良・整備事業【ふれあい道路

（市道0106号線）】
総合計画
重点施策

②快適な生活を支える都市
機能の充実

取組の内容

本路線は、広域的な幹線道路であり、地域防災計画の中でも第2次緊急輸送道路として位置付
けられているが、近年、戸頭地区の約1.4kmにおいて路線全体でクラックや、わだち等が発生し、
舗装が著しく破損してきており、部分補修では対応しきれないことから、令和6年度から工事を実
施している。
今年度も円滑な通行を確保するため、道路表面のアスファルトの下の層（路盤）から改良を行い、
アスファルト舗装（2層）はわだちやひび割れに強い材料を使用する等、抜本的な整備を実施し、
快適で安全に通行できる道路整備を進める。
令和8年度工事予定区間、約690ｍの年度内完成を目指す。

取組とスケジュール

道路維持工事（5工区）

道路維持工事（6工区）
竣工契約起工設計

竣工契約起工設計



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

重点事業②
道路改良・整備事業

【桑原（市道4042号線）】
総合計画
重点施策

②快適な生活を支える都市
機能の充実

取組の内容

本路線は、朝夕の通勤時間帯に桑原地区から国道6号へ出るための抜け道となっており、自動
車・バイク・自転車等が多数通過しているが、幅員が狭い上に歩道がなく、通学する児童・生徒と
当区間を通る車両が急接近する等、非常に危険な状況であるため、令和5年度から工事を実施し
ている。
側溝の入れ替えや舗装の打ち替えを行うとともに、路側帯のカラー化や路面標示により、ドライ
バーに視覚的に認識してもらえるよう、抜本的な整備を実施し、快適で安全に通行できる通学路
整備を進める。
令和8年度工事予定区間、約400ｍの年度内完成を目指す。

取組とスケジュール

重点事業③
道路改良・整備事業【3・5・23号北

敷・沼附線に要する経費】
総合計画
重点施策

②快適な生活を支える都市
機能の充実

取組の内容

本路線は茨城県事業である北浦川緑地整備と一体的に整備を進めている路線である。
令和元年4月には北浦川緑地内に人工芝サッカーグランドが供用開始され、現在工事中の公園
整備工事も令和８年度末に完了し、全ての公園整備が完了することから、近隣からの大幅な利用
が見込まれている路線となっている。
本路線の整備が完了できれば、より一層の利便性の向上が図られ、藤代南中学校の通学路とし
ても安全が確保されることとなる。
また、北浦川緑地は広域避難場所となっており、災害時においても安全な避難経路として重要な
路線であることから早急に整備を進める必要がある。
令和8年度は、未買収となっている用地の継続的な交渉及び道路用地の軟弱地盤対策工事の年
度内完成を目指す。

取組とスケジュール

重点事業④
道路改良・整備事業【井野団地外
周道路（市道0115号線他）】

総合計画
重点施策

②快適な生活を支える都市
機能の充実

取組の内容

本路線は、路線バスが走行しているが、既存の道路が大型バスの頻繁な通行に耐えうる構造に
なっていないことから、舗装が著しく破損してきており、令和3年度から工事を実施している。
今年度も円滑な通行を確保するため、道路表面のアスファルト下の層（路盤）から改良を行い、抜
本的な整備を実施し、快適で安全に通行できる道路整備を進める。
令和8年度工事予定区間、約280ｍの年度内完成を目指す。

取組とスケジュール

道路改良工事

用地交渉

軟弱地盤対策工事
（盛土による圧密促進）

軟弱地盤対策工事
（地盤改良）

道路改良工事【6工区】

詳細設計業務委託

竣工

契約起工設計 竣工

契約起工設計 竣工

竣工契約起工設計

契約起工設計 竣工

契約起工設計



組織マネジメントシート

■組織目標（今年度組織が目指す姿）

■組織の業務内容と果たすべき役割

■組織目標と計画等との関連（位置づけと意味づけ）

①

②

③

■自部署が関連する「とりで未来創造プラン2024」における重点事業

1
2

■今年度の重点事業（自部署の中で優先順位の高いもの）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

令和8年度
部局名 建設部 課名 排水対策課

「とりで未来創造プラン2024」に掲げる政策や重点施策が着実に遂行されるよう、将来都市像の「ぬくもりとやすらぎに満ち、共に
活力を育むまち　とりで」の実現のため「快適な生活を支える都市機能の充実」、「安全安心な生活が送れるまちづくり」を推進す
る。

誰もが安全安心な生活が送れるまちづくりを目指し、排水路・調整池などの清掃や雨水排水ポンプ施設の点検・修繕を行い、適正
な施設の維持管理に努める。
また、これまでに発生してきた浸水被害の軽減、及び解消することを目指し、雨水排水施設の整備を進めることで、快適な生活を支
える都市機能の充実が図られる。

総合計画基本構想 ・快適で、安心できるまちづくり

とりで未来創造プラン2024
・快適な生活を支える都市機能の充実
・安全安心な生活が送れるまちづくり

個別計画
・取手地方広域下水道事業基本計画
・取手市地域防災計画
・取手市国土強靱化地域計画

重点施策 重点事業
②快適な生活を支える都市機能の充実 雨水排水対策事業

⑪安全安心な生活が送れるまちづくり 雨水排水対策事業

重点事業① 排水機場・双葉ポンプ場改修事業
総合計画
重点施策

②快適な生活を支える都市
機能の充実

取組の内容

本事業については、市民の快適な生活を支えるため、降雨による浸水被害の軽減及び解消を目
指し雨水排水施設の整備を進める。具体的な取組みとして、排水機場とポンプ場の整備・改修を
行う。
排水機場改修事業について、排水対策課で管理する４機場は架設して約５０年以上が経過してお
り、一般的なコンクリート構造物の耐用年数という観点からも対策が急務となっている。年次点検
に基づいた修繕計画により令和７年度まで２機場を改修。令和８年度については、古戸排水機場
自家発電気の改修を必要としていることから、詳細な実施設計を計画。併せて古戸排水機場の
ゲートについても、改修工事を実施する。
双葉ポンプ場改修事業について、双葉地区の排水ポンプ第１・２機場については、排水対策課で
管理するポンプ施設のなかで、施設規模・排出量とも大きく重点整備箇所として位置づけている。
当該事業については、令和７年度より事業を開始。令和７年度双葉第１ポンプ場の通信センサー
を改修。令和８年度については、双葉第２ポンプ場の緊急時の電力確保を目的とした発電機の実
施設計を計画。併せて、年次点検による補修計画に基づき、双葉第１ポンプ場及び第2ポンプ場の
改修工事を実施し、適正な維持管理を図る。

取組とスケジュール

双葉第２ポンプ場
工事

双葉第２ポンプ場
詳細設計

古戸排水機場
工事

準備・調査

準備・調査

準備・調査

契約

契約

契約

工事期間

工事期間

委託期間



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

重点事業② 藤代地区雨水排水事業
総合計画
重点施策

⑪安全安心な生活が送れる
まちづくり

取組の内容

本事業は、平成２４年より流末を確保する目的で、小林住宅に大型のポンプ施設を設置。それ以
降は流末の確保したのをうけ、各年度随時規模の大きい冠水箇所を優先してU字溝の布設工事
を実施。
令和８年度については、前年度と継続したU字溝の布設工事と併せて流末の既設水路の改修工
事も実施し、当該地区の道路冠水被害の軽減化を図る。

取組とスケジュール

重点事業③ 排水路維持管理事業
総合計画
重点施策

⑪安全安心な生活が送れる
まちづくり

取組の内容

豪雨による道路冠水や浸水被害からの市民を守るため、雨水幹線及び市内３５箇所のポンプ施
設や調整池22箇所の機能維持を目的に、雨水幹線や既設水路の除草・汚泥浚渫・雑木伐採、雨
水調整池の汚泥浚渫、排水ポンプ施設の機械類の点検整備及び修繕を行い、施設の適正な維
持管理を図る。

取組とスケジュール

家屋調査

工事

ガス管移設補償

施設点検

維持管理

清掃

ガス管移設補償

点検・修繕

除草・雑木伐採

準備・調査

準備・調査

契約

契約 工事期間

調査

排水路・調整池清掃



組織マネジメントシート

■組織目標（今年度組織が目指す姿）

■組織の業務内容と果たすべき役割

■組織目標と計画等との関連（位置づけと意味づけ）

①

②

③

■自部署が関連する「とりで未来創造プラン2024」における重点事業

1
2

令和8年度
部名 建設部 課名 水とみどりの課

「とりで未来創造プラン2024」に掲げる政策や重点施策が着実に遂行されるよう、将来都市像の「ぬくもりとやすらぎに満ち、共に
活力を育むまち　とりで」の実現のため、「快適な生活を支える都市機能の充実」、「市民と協働でつくる地域社会」を推進する。

・公園の維持管理を適宜実施することで、安全・安心かつ快適に利用できるように取り組む。
・緑化推進事業を積極的に実施することで、市民の緑化活動への参加を促進し、緑育活動の推進を図る。
・小堀の渡し運航事業を実施することで、利根川を挟んだ両岸を一体的自然空間として活用し、観光船（渡船）として利用促進を
図る。

総合計画基本構想
・都市と自然が調和した環境のまちづくり
・快適で、安心できるまちづくり

とりで未来創造プラン2024
・快適な生活を支える都市機能の充実
・市民と協働でつくる地域社会

個別計画

・取手市都市計画マスタープラン
・取手市地域防災計画
・取手市環境基本計画
・取手市緑の基本計画
・取手市都市公園施設長寿命化計画
・取手市国土強靱化地域計画

重点施策 重点事業
②快適な生活を支える都市機能の充実 公園維持管理事業

⑩市民と協働でつくる地域社会 市民との協働による公園整備事業



■今年度の重点事業（自部署の中で優先順位の高いもの）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

重点事業①
公園維持管理事業

(取手緑地運動公園改修事業)
総合計画
重点施策

②快適な生活を支える都市
機能の充実

取組の内容
取手緑地運動公園は各種イベントの利用も多い公園である。施設の配置替えにより、取手駅に一
番近い場所を多目的広場にすることで、イベント利用の幅が広がり、より多くの利用につなげ地域
活性化につながるよう整備を進める。

取組とスケジュール

重点事業②
市民との協働による公園整備事業
(都市公園施設長寿命化対策事業)

総合計画
重点施策

⑩市民と協働でつくる地域
社会

取組の内容

取手市都市公園施設長寿命化計画に基づき、経年劣化を含めた施設の状況から判断し、更新等
の優先度の高い遊具の更新及び修繕を実施する。
施設の改修事業実施の際には、地元自治会等と連携し、地域ニーズを反映して進めていく。
遊具の破損や枯木の倒木による事故を未然に防ぐため、専門技術者による遊具の点検。また、施
設管理者による遊具、施設及び樹木の安全点検を実施する。

取組とスケジュール

関係機関協議

概略検討

茨城県協議

地元自治会協議

工事

施設点検



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

重点事業③ 緑化推進事業
総合計画
重点施策

-

取組の内容

市民の緑化意識の向上と市域の緑化推進を図るため、取手市緑化推進委員会と連携して、こど
も天国、鯉のぼりプロジェクトin岡堰等のイベントや、市内の小中学校及び企業等において「緑の
募金」活動を実施する。集まった募金は市内各小中学校に交付し、児童及び生徒による緑化活動
を支援する。
また、取手緑地運動公園内小堀の渡し船着場付近の花壇を活用して「取手ガーデンロード花いっ
ぱい事業」等の緑化推進事業を展開する。
そのほか、市内の緑育活動の活性化を図るため、緑化ボランティア団体の活動を支援するととも
に、連携して事業を実施する。

取組とスケジュール

重点事業④ 小堀の渡し運航事業
総合計画
重点施策

-

取組の内容

年間をとおして観光船として小堀の渡しを運航する。
小堀の渡しの歴史的な由来や小堀河岸跡（古利根沼）、高瀬舟模型（小堀集会所）、水神社等を
案内する「小堀の渡しミニツアー」を毎週、月・火・木・金曜日に随時受付・実施することで、観光
船として情報発信を図っていく。
また、取手緑地運動公園で行われる集客力のある各種イベント（こども天国・産業まつり）開催時
にはホームページでのお知らせを含め、イベント来場者にPRすることで多くの方から高い関心が
得られるため、無料体験乗船を実施する。

取組とスケジュール

緑の募金事業

取手ガーデンロード
花いっぱい事業

緑化ボランティア団体との
連携事業(11団体)

無料体験乗船

小堀の渡しミニツアー

イベント時募金・学校募金・街頭募金・企業募金・職場募金

各学校へ募金交付 学校緑化事業

ポピー刈取・種まき コスモス刈取・種まき

年間を通してボランティア団体と連携し、花の種や資材の提供を行う


